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診療内容

診療体制

得意分野

側頭葉てんかんの画像診断

　①血液・腫瘍・免疫グループ：小児固形腫瘍と脳腫瘍及び原発性免疫
不全症の診断と治療。骨髄移植や臍帯血移植等の同種造血幹細胞移植。
②神経・発達支援グループ：てんかんの画像診断、筋疾患の病理解析、
先天性神経疾患の遺伝子解析③腎臓グループ：腹膜透析の導入・管理、
難治性ネフローゼ症候群の治療。④新生児グループ：胎生期動物実験モ
デルを用いた脳室白質軟化症や慢性肺疾患の新しい予防法や治療法の開
発。⑤内分泌グループ：骨系統新患の診断と治療。⑥先天代謝異常グルー
プ：先天性代謝異常症の食事療法、酵素補充療法、薬物治療、造血幹細
胞治療等。⑦循環器グループ：心臓ができあがる仕組みについての研究
や先天性心疾患の発症機構の解明等。

　外来は、専門分野ごとに新患日、再来日を設け各分野の専門医を中心
に診療を行っています。入院は、①血液・腫瘍・免疫、②神経・発達支
援、③腎・内分泌・代謝、④新生児、⑤循環器の5グループ体制で診療
に当たっております。2013年より東北地区の小児がん拠点病院に指定さ
れ、病院内に小児腫瘍センターを設置しています。ビデオ脳波モニタリン
グ室、SPECT、PETなどの各種核医学検査、脳磁図などを駆使した神
経疾患の診療、各種疾患に対する急性血液浄化療法、心疾患に対するカ
テーテル検査やカテーテル治療も行っています。

　小児科はこどもの全身を診る科であることを基本としています。七つの
診療グループにより専門的な小児医療を提供しています。
①血液・腫瘍・免疫グループ：白血病と固形腫瘍などの小児がん、再生
不良性貧血などの血液疾患、難治性ウイルス感染症および原発性免疫不
全症を中心に診療にあたっています。
②神経・発達支援グループ：てんかん、変性疾患、脳炎・脳症、筋疾患、
発達障害など幅広い神経疾患に対応した専門的な診療をしております。
③腎臓グループ：ネフローゼ症候群、急性・慢性糸球体腎炎、尿細管機
能異常症、先天性腎尿路奇形、慢性腎不全、夜尿症、学校検尿精査など、
腎臓に関わる疾患の診断・治療を幅広く行っています。
④新生児グループ：新生児科医が産科医と密接の連携のもとに産科管理
を行うことによって出生後の赤ちゃんに対する適切な診療に繋げていま
す。出生体重が1000gに満たない赤ちゃんでも元気に退院できるように
なりました。
⑤内分泌グループ：低身長などの成長障害、甲状腺疾患、副腎疾患、カ
ルシウム・リン代謝異常、性腺疾患、水電解質異常、小児糖尿病などが
対象疾患です。
⑥先天代謝異常グループ：アミノ酸代謝異常症、有機酸代謝異常症、脂
肪酸酸化異常症、尿路回路異常症、リソゾーム病など先天代謝異常症全
域を診療しています。また先天代謝異常症の全国の相談センター的な役
割も担っています。
⑦循環器グループ：小児の心臓病 (先天性心疾患、不整脈、川崎病、心筋症、
心筋炎など )の診断・治療に当たっています。
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■専門分野ごとに新患日を設けております。病院HPなどをご参照ください。

主な対象疾患

小児科

小児科
病棟　西病棟　5F/東病棟　5F、西病棟　6F（NICU）
外来　新外来診療棟　3F 連絡先　022-717-7744（外来）
ホームページ　http://www.ped.med.tohoku.ac.jp/

●小児血液・腫瘍性疾患、難治性ウイルス感染症、原発性免疫不全症　●小児神経・筋疾患、発達障害　●小児腎疾患　●新生児疾患
●小児内分泌疾患　●先天性代謝異常症　●小児循環器疾患

科長
呉 繁夫 教授小
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主な対象疾患

遺伝科
小児科

病棟　　
外来　外来診療棟C　3F 連絡先　022-717-7744（外来）
ホームページ　http://www.medgen.med.tohoku.ac.jp/ （遺伝医療学分野）

科長
青木 洋子 教授

●遺伝性疾患全般　●遺伝カウンセリング
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【図２】最新鋭の次世代型遺伝子解析装置【図１】遺伝子診断のチャート

　遺伝に関するご相談や遺伝カウンセリングは複雑な内容が多いため、
臨床遺伝専門医・指導医を含む複数の医師と認定遺伝カウンセラーが十
分な時間をかけて問題点や不安に感じている点を伺います。初診時は、
約1時間から1時間30分の診療時間が必要となります。そのため、完全
予約制で毎週木曜日午後を初診の方の診療日としています。
　また2015年3月に東北大学病院内に診療科横断的な診療部門として
遺伝子診療部が立ち上がりました。遺伝科を中心として腫瘍内科、血液・
免疫科、神経内科、乳腺・内分泌外科、産婦人科、小児科が遺伝子診療
部を形成し、質の高い遺伝子診療の提供を始めました。特に様々な科の
対応が必要な家族性腫瘍などに対しては複数の科が協力して遺伝カウン
セリングや遺伝子診断に対応しています。

　遺伝科は、遺伝性疾患の診療にまつわる諸問題の解決に特化した診療
科です。遺伝性疾患は特殊で稀な疾患と思われがちですが、実際には、
ほぼすべての診療科において遺伝性疾患に罹っている患者さんがおられ
ます。近年、遺伝子に関する研究が急速に進歩し、今まで遺伝性疾患と
は分からなかった病気が実は遺伝性があることがはっきりしたり、特定の
病気の遺伝子診断が可能になったりして、遺伝子診療の範囲が急速に拡
大しています。そのため、従来の診療知識ではうまく対応できず、患者さ
んのご要望に十分応えられない場面がしばしば発生します。その解決の
ために、臨床各科から、また、県内外の病院から多くの患者さんのご紹介
をいただいています。さらに、遺伝性疾患は自分自身だけでなく血縁者に
共通な問題であることが多いため、遺伝性疾患に関する悩みを持つ患者
さんに対しては、その心理面に十分な配慮した対応が必要になります。こ
のため、遺伝科外来での診療のことを、「遺伝カウンセリング」と呼びます。
遺伝科は、これらの遺伝性疾患の診療上に発生する問題を、最新情報や
遺伝子検査の提供を含む遺伝カウンセリングで対応する診療科です。
　現在、遺伝性疾患の診療に必要な特別な知識と経験の有無を審査する
試験が実施されており、これに合格した医師には「臨床遺伝専門医」とい
う専門医資格が与えられます。遺伝科のスタッフはこの臨床遺伝専門医
の資格を有しています。また、東北大学病院は臨床遺伝専門医の研修病
院の一つに認定されており、臨床遺伝専門医の資格取得をめざす医師が
日々研鑽を積んでいます。

　当科の研究によって世界で初めて病因となる遺伝子を見つけた遺伝性疾
患が数多くあります。このような研究背景をもとに、当科は高度な遺伝子
診断技術を有しており、東北大学病院遺伝科でしか実施していない遺伝子
検査も存在します。また、当科では対応できない遺伝子検査に関しても、
全国の遺伝子診療を行っている各施設との緊密なネットワークをもってい
るため、それらの施設の協力により多くの遺伝子検査の実施が可能です。
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■ 遺伝に関するご相談や遺伝カウンセリングは複雑な内容が多いため、複数の医師と認定遺伝カウンセラーが十分な時間をかけて問題点や不安に感じて
いる点を伺います。初診時は、約1時間から1時間30分の診療時間が必要となります。そのため、完全予約制で毎週木曜日午後を初診の方の診療日と
しています。
■ また、遺伝科の外来診療は保険適用のある少数の対象疾患を除き自由診療となっており、初回8,295円、2回目以降4,410円をいただいています。
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